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かわりに

はじめに

ゴート・ジボワールの首都， γヒジγン，中心街プラ

トーの高層ビノレ群をラギ品一ンごしに一望できる小高い

丘，ココデイの文教地区の一角， .i]!家建ての兵舎風の建

物のなかに以下に紹介するコート・ジボワール国立大学

付属の社会経済研究センター（CentreIvoirien de Re 

cherches Economiques et Sociales- 略称 CIRES）は

店をがまえている。入口のi相こjft，つけられた青いブeレ

ートに金文字の看板は，よくみると CENTREIVOI-

RIEN DE RECHERCHES ECONOMIQUES ET 

SOCIALESと三つのNの字のう九二つがうらがえしに

なっている。看板屋のミスであろうが，それがそのまま

堂々と掲げられ，前庭に植えられたプランテン・バナナ

の大きな葉とともにアフリカののどかさをかもしだし

ている。

筆者は1982年 4月からこの研究所に客員研究員として

着任し，お世話になっている。すでに 1年を経て内部の

様子もかなりわかってきたところで，この研究所の概要

をなるべく内側に入りとんでお｛介してみたい。

I 沿革・機構

CIRESがコート・ジボワーIレ国立大学（設立当時は

アピジャン大学。 1977年5月に改称〕付属の研究所とし

て設立されたのは， 1971年3月ということであるから，

すでに12年の歴史をもっ。 A.アト 1トシ（AchiAtsain) 

現所長もすでに 4代目である。
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en叩S設立に関する大統領令（No.71-133, 1971年 3

月16日付）には， 「経済・社会的諸問題に関する研究を

通じて大学における教育活動を補完し」，さらに「公共

および民間の諸経済組織と最大限，連携を保ち」，「研究

の成果は機関誌CIRES(Cahiers Tuoirien de Recher-

,・he E，川川11ique et Sociale，季干IJ)等を通じて公刊す

る」と，（、IRESの設立目的を簡明に規定している。

（、：IRESの最高決定機関としては，大学学kを議長と

L，教育孔計画省，農業省たど経済・社会関係各省の

代表者から構成される理事会がおかれているが，日常的

な活動は学授が任命する所長（実質的には所属研究員聞

の選挙によ。て選出された人を学長が追認する〉がとり

しきっている。

所属研究員数はアトサン所長以下30名（1983年7月現

{lつで‘フォード財団の資金で派遣されi常在しているカ

斗ダ人研究者 1名とフランスの技術協力資金によるフラ

> ・;z,_人研究者2名を除＜27名目全員イボワール人研究者

（女性研究者は2名。うち 1名はイポワール人と結婚し

た西ドイツ人〕である。 5年前の資料をみると，研究員

は総負わすzか11名，うち，イボワーfレ人は6名とあるか

ら，この研究所は近年，急速に陣容を拡充したこと，ま

たイボワール人化が進展しつつあることがわかる。研究

員の出入りも激しく 12年前の創立当初から在籍する研究

員は今日，作無である。そして27名の所属イボワール人

研究者のうち， 4名がアメリカの大学に， 1名がフラン

ζの大J主にそれぞれ学位論文提出のため派遣されてい

心。干ムが着任してからの1年間jに｜寸肢にア＜ 1）カ留学か

下〉帰国した研究員は5名に達してUふ。その他の研究員

もl名を除き全員，欧米への留学経験を有してし、る。多

くの場合，フランスまたはアメリカ（近年急速に増大）

であるが 1人だけモスクワ大学留学の経験をもっ研究員

カ；1r、る。

22名の干i；γピジャンのイポワール人的l究員のうち，

大手’の経済学部で講座を有しているものはrトサン所長

『アジア経済』 xxv-1 (198,1. 1) 



Ⅱ　予算
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以下7名で，その他の15名は CIREST:f従の研究員であ

る。このほかにで：者のような立場の合：員が下？？ユネ，それ

に研修生， i減資負が常ll＼，数名とい，た片手手である。

研究者は専門別に J；＇~）主経済，貿易・ iHJ 死、 it括主・財政，

工業・原用，人物7{'.:f/1五［（人口仁子会），コンピューター，の六

つの班にわかti. in；＼の研究治初jを行な，てし可。近年

の研究員の忠明で研究室はFぜ主になり 12の｛iJII先主に

は， 2人ない L3人の研究はが河討し， j吋Tスベースど

しどは資料室，コンピューター宅（mi¥1の，j、明コンピュ

ーゲーが1982年本iこ詑置されたに会議宗， .t; （つ、空，

印刷室，事j寄室などが各 l{［河くの字型の廊下をはさんで

怯んでいる。

研究員た%の研究活動を下支え Lているの山、 ill'75長

以下， 白j二吉、， 会；i、fiJr l去f必；ヰ， ケfピλト，り Ij l(iff[ Jljl］・

コピー係，運転手，婦問：うた，守衛など10数%かr.tよる｝jf

主主同である。 t －，とも CIRES の研’＇！＼＇ N と！？崎一事務~lltf'l

o)JM ｛，には身分は！主！家公務 l'l.で｛！~「、の俸給 fl 人泊），行か人

直接，各自の銀行口座にお三り込まれるので， CIREメカt

WJ在阪ろ金銭HJ納：立一争業予算にかかわる 4,cl Iだけであ
『

Q。

II f, t下

1)fj述のとおり，この研究所の］絞員の人｛＇＼：＇出が l1Jt'1＂にた

マ〉ていてその領を示す資料t存在しなv、（ごく大ざ 1-f 

に見積もって年間 21億仁 FA7ランといろとと 7，かn ] 

CF Aフラン守0.6円入独自の予算としては引業予算を

有するだけである。しかし事業予算についても， CJRES

は国内外の諸機関からの寄付，資金援Eふ研究の委託な

どを CJRES土Lてうけいhるととを認、めムれている

が，それらはすべて大学学長の承認を必要と Lて完全な

意味での財政的自治は認められていなヤ。

事業予算の規模は 1982/83年度の場介で1fl/¥J，約70{的

万CF Aフランである。 i収入源をみると、文；＇11¥'i'f，大学

をi[!iヒて再己分される同家資金（30,';,:), ~十ti可・ frc、健省、の
委託研究（12，＇；，：〕の，－fト42ぷが［Jヨ内資金の一J－ベ亡で，あとの

58f与は外出資金でi泊われてL、る。もっとも大liはill銀（20

.~，），つゴL 、て }J 寸ゲのi司i際問発研＇1t"' L ケ－（13ぷ）， j 

寸ード財団某金cm；；：），ブラ LスJ主術災L；む資金等（11立つ
な2::・ となってい不η ヴォ－ F財団法金の均ft；士 1名＇ -7 

ランえの場｛tにit:: r，の研究Ifの派遣fr＂これどは別に

負担して＂＇，；；：，。 1983/84年！むこはおくればせながら 11本

もアジア経済研究所を通じて200万CF Aプラン〔2.8'.>;,) 

研究機認紹介

あまりのl肝究委託を行なうことになる(Lt！＇.。

そもそも CIRES設立の契機とな t，たのは， アすード

財開基金かじの資金供与であったといちことで，カナゲ、

が協力を開始し たのは80年代に人ってからのことであ

/,) 0 

・J;Y;r,・17：の川1/Yrt,r 'i f内大しつつあるが，そh「ぺ.n、

f,j l十外［k）資余に仁；：， j,し勺Fあり，｜司家予算にl羽Lてい

えば同I政緊縮の折柄，たとえば1982/83年度は前年！？主よ

り100万「CF九 Yラ〉〔 4i＼，）問l］ ~iえされている。したがっ

て外l司資企への依存度はますます向士山 川政上η （;)' 

ワ－ 1L,fじはますます困難になりつつあるのが現状であ

·• 
／てJ0 

!z山1f1iをみると， ts》ともむI＼の大きな貸2 円i士，店1jjf

cl）泌外川学1j I JJliJl1l'. [c}.fc対す込f戸資補ll}J, ＇実態調在を実

際に行なう γyレ＇＇ （ト調合＇ QのIJ''j・＂fヨJ, 11動車のヴ

ノリ＞fたなどでν、ずht，全｛主の1:3/i 2iめている。自1M
市の維J¥1'2・保険料 C7山〕を合めると総額の20じがll

動車関係苛む，1iめ「》jしていることになる。他U，資fl・購

入・／＼；よコ J じl Lーケー背用（5.3.. ，），通信1tC:l.7t.l、）よ

，）十少なく、わずカ h；こ2.4：←＇，士山めるにすぎな L、。

ru・ーのような支出構liltは， ClRESの研究；＼f;ljlりにつI,、

て私が口 1;:;1狗な悦察か「〉えた fメージと一致しごL‘るo

tず研究室二つ分のスマこースをと r Jた資料室が存在L,

守門，，， i,'])tぷ ltiE'iL' ＼•（；されているが、丹羽：に止んで U 、，；cJ

J蔵;o.，：はきわめて貧弱である。そカこどもあ.，て内外の研

究者の資料主利用状況はきわめて低い。海外同学中山研

究自に女t・rる学資補助が事業予算でかなりの比重を内め

ているということは， CIRE討が今Hなお人材養成過科

にあることを示しているとレえよう。 Lかし人材義成

をこの上九に外国に頼るとい行状況かれ 1「！も早く脱

L，円高（jで人材の養成をすること．そのた灼en1聖域機関

としての役割lを CIRESが担うべきである土レうのが，

アトサン所長の CIRESの将来構想、の柱の一つである。

l洞査員の II＂＼・手 ':11. Iヨ動:rr•関係費の比重の大きさは

CJRESの研究活動の特徴を示Lているといえるだ人う。

一次資料が乏しいということもあって、設業経済班をq,

心に（、IRESの活動の主体は実態品交にある。しかt
そわ実態調査は， !ill究者白身i土i白接に手をくださず多数

の学トt'調査員を動民して行なうのが述作1Jであるの学生Z同

杏尽に上ぺて収集されたデー廿そ研究者は研究宗で分析

するだけというこの方法は，研究！1¥i:果と Lての｛lc¥'!,,1〕

＇／（.［；こ t悪影響を及ぼしていると私は感じ U 、るのだが，

とにかくこの }j法はかたり f散底してL 、る。 ~·t村l也千＼＼＇の 7

9ラ
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ィーノレドとの往復には自動車の使用は不可欠である。 し，コピーの資料を作成しているのが事務局である。研

CIRESには所長専用の采用車を含め各務臼動車が5台， 究員と事務職員の身分格差の方i土．給与面のみな l二γ！常

常時フル同転で走りまわっているe したがって予算の間 然たるものがある。前述の全体会議にも必要に応じて：＇. Ji

題が所内の全体会議（？を述）で討議されζ；l:::き．必ず議 主主長，または会計係が出席を要請される以外は，一被￥

題にのぼるのは，これらの自動車のより合浬的，効率的 務職員はカヤの外である。たとえば，大学が夏休みに入

な利用方法ということになる。 る7月中旬から 9月末までの2カ月余の夏休みの問，研

HT 全体会議・ Jl例研究会

所長，菌I］所長，班長，機関誌編集委員などのいくつか

の役職法存在するが， ii有述のとおり所長も実質的には所

内の1il1＇究苦情 jの選挙で選出されるということもあって

（高IJ所長刀下ば所長が任命する。しかしこれ｛〉実質的に

は互選〉，ぞれちの役職は研究者間に身分差をつくりだ

してはいなν、。所長は任期借I]( 3年〉で若干の手当，専

用の公用小が与えられる以外とくに特権ばたく司前所長

のペガ子 ｛)fン氏も現在fJ石W1t行政の任手ちをとがれてー

研究員左 Lて探究に専念Lてし、る。研究 (T問のKt分差と

しては各自の研究歴・取得学位に応じて，大学の教授，

助教授，講師に準じた格付けは存在するがそれは俸給面

にかぎり， ll常の研究治動ーでは表面にでごくろごとはま

ずなし、。そLて CIRESにかかわる内外のす，くての問題

は通常，月 1回開催される所長を座長と十る全体会議に

はかられる。これはかなり徹底していて，対外的な問題

でも窓口となる所長の一存でことが決定するというこ

とはまずな〈，予算の配分・人事（研究伐の採用〉には

じまって屯話の故障とヤった些織な問題tですべてこの

会議にもちこまれる。 γトサン所長は30代後半で，一般

の研究員もほとんどが30代前後とあまり研究員聞に年齢

差がなU、と去もあって，所長i土研究者仲間の 11ーダーな

いしは世話役といった感じで、研究者間にあ，てはまさ

に直接民主主義の原則が貫徹Lている。そし亡これは現

所長の方針なのだろうか，公開文書主義も徹底してい

て，全体会議の議事録は必ず作成され，コピーが全研究

員に配布されるのをはじめ，所長宛の外部か仁、の書簡も

必要に応じてコピーが配布されたり掲示3れたりする。

先日も全体会議の前に資料として，欠員補充の候補者数

名の履歴書がそっくりそのままコピーされ，配布された

のにはいささかおどろかされた。

しかLこの研究員陪の正1J長代主主義が現実に機能する

ためには、ペコヤ頻繁すぎる長時｜渇の全体会＇託んだ大な量

のコピー資料という必要悪のほかにそれを下支えするも

のが必要なようで，その任務をになってせっせとタイプ

96 

究はは事前届山の義務があるだけで何日でも休暇がとれ

るが，事務職員の場合は半数交代で 1カ月と定め「，;/lT

L、る。最近も大挙関係の全事務職は組合から夏期休暇を

40日間に延長せよとの要求が提示され，大学当局から各

部箸の責任者に諮問があった。当然 CIRESでは全体会

議cl）議題となうたが．事務職（＇＿｝＿ en定h＼の増加が九：L、かぎ

りそれは日常業的に支障をきたすと L、う意見方旬、勢をし

め，そのむね，大学当局に答申したといった具合である。

つまり研究員聞の直接民主主義も， CIRES全体に視野

を広げれば，せいぜいのところ集団折導制の水準にとど

.tぺてU、ることになる。

,1休み以外でも，五JI'究員の均台fl:勤務時間に間十る拘

束はなく， 7時間半から12時， 2時半から 5時半までと

いう定められた勤務時間を忠実に守っているものは研究

はではアトサL所長t三けである。 Lカるし事務職liのH.¥;';-

iこ；土厳格に適用さ/l，ときにね無断欠効者に対十ξ》）リfJ之

名の戒告が掲ホ板にはりだされたりする。事務職lliι ど

ってこの勤務時間の最大の不都合は2時間半の長い昼休

みである。ほとんどの職員がかなり遠方の郊外の自宅か

んベスで通勤しているため，昼食時に帰宅することはイ；

可能で，近くの市均？買ってき；＇：ニザンドイツチや j且も

りのごはんなどで腹ごしらえしたのちは，事務室の机の

上でひるねでもしてすごす以外にない。ひるさがり，事

務机や仕事台の上に事務職員がねそべっている光祭はい

ささか異様である。異様といえば，これは余談ながム，

CIRESのタイピストの女性たちはしばしばきゅうし〉

な靴などぬぎすてて素足で所内の廊下をファイル片手に

閥歩する。最近はみなれたせいかそれほどでもないが，

最初jのころはなぜかぎょっとさせられたものである。

全体会議のほかにはRESの日＇／ 1＼活動のもう 1本の柱

として，昨年秋刀； 1，定例化された所内研究会がある。 JJ

末の土曜日，午前中 4時間，毎回ごつの研究発表，討論

が行なわれる。これには CIRESに関係の深い大学の経

流中部の教員，学生tr.ど外部の背もr,c干名参加して，何［1i)

＇.~｛内内外の参 1;11-r,－をえて討論も1出発に行なわれ乙。｜！円台

は，定刻8時より 15分ぐらい遅れるのが通例であるが，

閉会の方も，討論が白熱し空腹感が出席者に生理的に時
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を告げる 1時ごろまで延長されることが多ヤ。研究発表

の主題も討論の内容もきわめて多岐にわたり，数表のた

し算のまちがいの指摘，論証の論理的整合牲といったと

とから rcmESを支配する数量崇拝jとνゥた方程；論

に関する根本的批判までとびだしてくる。これは全体会

議の席上であったが，若手研究者かム CIREおの研究f舌

動が，先進国の開発援助にともなって特定された課題に

もとづく調査活動に傾斜していることに対する不満が開

陳されたことがあった。たしかに前述のとおり， CIRES

の事業予算をみれば，この指摘は当然であるが，しかし

現実には先立つものはまず資金とU、うことlとなるとこの

不満はなかなか体制的には解消されそうにない。しかし

討論の活発さは，しばしそのようなきびしν現実を忘れ

させてくれるくらい科学的真理を求めて飛隠し白熱す

る。

との所内研究会の定例化の主な目的は，各研究者に刺

激を与え，生産性を高め， tまそぼそと刊行を続けている

機関誌、 CIRFS（現在日。号〉への内部研究者の寄稿率を高

めるということにあやたのだが， 1982～83年度の活動を

総括する全f本会議では，アトサン所長から生産科の杭下

を示す数字が披露された。このときばかりはー問シュン

として， fl、はどこかで見おぼえのある光景だなと，ふと

おもったものである。

おわりに

長i主アカヂミズムの枠外にでることで CIRESがアカヂ

ミズムから自立することには消極的である。外では結

局，計両省などのF請け調査機関となりさがるしかCIR

ESの生きる道がなくなることをアトサン所長は十分心

得ている。それでは研究者本能として研究の自由，自立

化の道が逆lことざされてしまうことになる。そうヤう意

味？は大学アカデミズムの枠内にとどまることが基本的

前提とな.－，ているようであるが，ではそこでの相対的自

立化をどのように実現しうるのか。皮肉なこ二とにそのか

ぎりで CIRESにとって有力な武器となっているのは，

Yォード財団，そのほかからの外国資金の導入である。も

ともと大学アつデミズムに対する CIRESグループの批

判の武器はアメりカ流近代経済学である。 1970年代L二本

格化したアメリカへの留学生の派遣の成果が，アカデミ

子ムの分野では ClREStこ集うアトサン所長以下，アメ

リカ帰りの若手研究者の結集として結実 lj；＇：こわけであ

る。彼らは，これまでフランス一色であったコート・ジ

ホワ－JJ.のアカテミズムの世界にレわゆるアメリカン

ウェイ・オブ・ライフを身につけてもどってきた。彼ら

がp まf引皮らに対して伝統的なフランス文化のなかでTf

ってきた既存の研究者たちが，たがいに異和感をもつの

は当然のごとである。

19邸年日月のある日， CIRESの公開文苦主義に ιと

づU、て一通の書簡のコピ｝が私にまで配布されてきた。

読んでみるとその内容は，大学経済学部の 1守参教授の

CIRES所長アトサン氏に対する個人的告発であった。

さいごにコート・シJボワールのアカデミズムの世界に 教育大臣、大学学止をはじめとし，あり左あじゆる関係

おける CIRESの性格を物語るエピソードの一つを紹介 者にあまねく配布された署名入りの公開文書のコピーで

して，この文のしめくくり止しよう。 ある（このような文書をコピーして全員に配布するとい

これまで述ベてきたことからも知られるとおり，すで うのはいかにも CJRESらしLう。

に12年の歴史をもっ CIRESではあるが，組織としては ことの発端は，この古参教授が執筆中の黒アフリカ経

まだ「発展途上」にあるといってよし、。海外留学を終え 済史の草稿のタイフ、打ちを CIRESの事務局にアト付ン

た若手研究者が続々と帰国し，今日みるようにまがりな 所長を通じて依頼したところ，その余裕がないとにべも

りにも30名あまりの研究者を擁するlil1＇究所の体裁をとと なくことわ「〉れたことにあるらしν。その教段にしてみ

のえたのはごく最近のことである。研究所としての真価 れば，制度的には大学付属のー研究所にすぎないCIRES

が土われるのはこれからというところであるの が，きわめて学院j的堂義の1甘い彼の仕事に対する協力を

アトサン所長以下 CIRESの研究員たちは，今後の 粍給するとは何ごとかとνうわけてP 「若造アトサン」の

CIRESにどのような抱負をいだいているのだろうか。 「個人的横暴」を論難・告発している。

アトサン所長のおりおりの発言を総［；－すると、 CIRES その書簡の内容はがなりi尼試合的様相を呈している

の存在意義はそれなりの伝統をもっコート・ジボワール が，私にとって非常に興味深くおもわれたのは，同教授

の大学アカデミズムのなかtこあって相対的に11~，＇f.. し，そ が円分が執筆中のその草稿はノfリ仁木部をおくアフリカ

こに新風を吹きこむということにあるようだ。既存のア 文化協会（LaSoci品t品Africainede Culture，セネガノレ

カデ、ミズムに対しては異和主義を感じながら， f トサン所 のすンゴール元大統領らそうそうたるアフりカ文化ノ人た

97 



1984010100.TIF

研究機欝紹介叫＂叩川市 巧，＝~c,:s＝川品川川内問主，，S:· ーームムぶモ日t出山沖元卓謹告さ笠f

ちが名を連ねている〉が編集しつつある黙アフリカ経済 ちによゥて，！日宗主国が打ちこんだ植民地国境の壁が打

史の一部をなすものであるということで，その学問的意 ちゃぶられアフリカの連帯を築きあげる可能性も具体化

義の重要さを説明していることと，問教授が CIRESを しつつある。

訪れたときの，アトサン所長の応待ぶりについての描写 しかしそうした彼らのはなぱなしい活動を支えている

である。 「後（アトサン所長うは，荷7ーにふんぞりかえ のは残念ながら現在までのところアメリカの資金であ

り，机のうえに足をなげだし，小さな黒人王国の王様で る。アメリカの国策いかんによっては，彼らの活動は米・

あることに溝足げな徴笑を浮ぺ， ;ftをむがえた。彼のそ （ムごつの文化の代理戦争の水準にとどまって尻すぼみ

の倣慢な態度は，アメリカ風で，アフリカのよき慣習， してしまわないとも限らない。とにもかくにもアメリカ

私の年齢，私の長い教職歴一一私は彼がまだ小学生にす の金主元にはとおりのよい彼らのアメリカ流近代経済学

ぎなかった20年前から教壊に立っていたのだーーに対す が，数量化・構造化からほど遠い自国経済の現実にどれ

る敬意など微震もなかった。・.....」ど脅かれている。 だけ肉薄できるだろうかという方法的問題もある。

ここにはかなりの誇張があるにしろ，コート・ジボワ すべて勝負はこれからということだろうか。縁あって

ールの伝統的な学者たちが，アトザン氏に代表されるい この研究所にわらじをぬいだものとしては CIRESの存

わゆるアメリカ帰りの研究肴に対Lて大なり小なり抱い 在が単に米・（ム文化の代理戦争の戦士としう短期的役割

ている呉和感（そして，と主どい〉が示されている。 iこ終わることなく，コート・ジボワーノレ・アカデミズム

コート・ヅボワールの伝統的アカ与さミガムにそのよう に投げこまれたこの異種の存在から発生するエネルギー

な異和感を抱かせるアメリカ帰りの若手研究者を結集す が，土者の新しい文化の創造に貢献できることをただた

るCIRES(1983年7月現在， f青学中のものを含めれば だ祈るのみである。

27名中13名〕は，今後，どのような方向にその活路を見 （注 1) アジア経済研究所，昭和58年度特別海外共

出していくのだろうか。 問研究「守一ト・ジポワーノレにおける中・小企業の担

既存の権威のとまどいにもかかわらず彼らの存在自体 い手と資金調達行動」。

がコート・ジボワーノレのアカデミズムに君臨していたフ （注2) 拙稿「コート・ジボワールの食糧問題［現

ランス文化の絶対性を格対化しつつあることの意義はき 地報特〕」く『アジア経済』第23巻第12号 1982年 12

わめて大きいといえよう。また機能的にみても，昨春 的。

CIRES主催で際催された食糧問懇セミナー｛注2）にみら （アジア経済研究所海外調査只，在アピクャン〉

れたように， CIRESの英・｛ムパイリンjy'；レの研究者た
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